
令和８年

9月定例会
No.257

2026年11月1日号
議会だより

８月３日に子ども議会を開催！高橋市長に堂々質問（３ページへ）

「水戸市議会報」は、今号から「みと議会だより」として新しくスタートします。
題字「みと」は、毎号、市内の小中学生に書いてもらうことになりました。



22026.11.１　みと議会だより

令和８年 第３回定例会

会
期

　

９
月
７
日
か
ら
30
日
ま
で
の
24
日
間

議
員
質
問

　
・
代
表
質
問
５
名（
４
～
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
・
一
般
質
問
19
名（
６
～
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

委
員
会
付
託
議
案

　
⑴�

各
常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員

会
及
び
公
営
企
業
会
計
決
算
特
別

委
員
会
に
お
け
る
議
案
等
の
審
査

　
⑵�

各
委
員
長
に
よ
る
委
員
会
審
査
の

経
過
及
び
結
果
の
報
告

　
⑶
討
論　
反
対
１
名

　
⑷
採
決　

�

原
案
の
と
お
り
可
決
、
承

認
、
認
定

人
事
案
件

　
・
市
長
提
出
の
人
事
案
件
４
件
を
同
意

　
　
　
教
育
委
員
会
委
員�

１
件

　
　
　
公
平
委
員
会
委
員�

１
件

　
　
　
監
査
委
員�

１
件

　
　
　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者�

１
件

意
見
書

　
・�

議
員
提
出
の
意
見
書
４
件
を
可
決

（
下
段
参
照
）

定
例
会
あ
ら
ま
し

←�

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
詳
細

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

請
願
・
陳
情

　
⑴�

建
設
企
業
委
員
長
及
び
文
教
福
祉

委
員
長
に
よ
る
請
願
・
陳
情
審
査

結
果
の
報
告

　
⑵�

令
和
８
年
請
願
第
１
号
を
採
択
、

令
和
８
年
請
願
第
２
号
を
み
な
し

採
択
、
令
和
７
年
陳
情
第
５
号
及

び
令
和
８
年
陳
情
第
３
号
を
不
採

択（
下
段
参
照
）

　
⑶�

請
願
・
陳
情
の
閉
会
中
継
続
審
査

を
決
定

議
員
派
遣

　
・�
姉
妹
都
市
で
あ
る
敦
賀
市
、
親
善

都
市
で
あ
る
彦
根
市
等
へ
の
議
員

派
遣
を
決
定

閉
会
中
所
管
事
務
調
査

　
・�

各
常
任
委
員
会
等
の
閉
会
中
所
管

事
務
調
査
を
決
定

　次の意見書を国会・関係行政庁に提出しました。
１�　「防災庁」発足を見据えた地方自治体との連携
強化及び防災体制の抜本的強化を求める意見書
２�　夏休み中の子どもの貧困対策及び緊急セーフ
ティネットの強化を求める意見書
３�　地方財政の充実・強化に関する意見書
４�　教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度
堅持に係る意見書

可決した意見書
【議案第98号　令和８年度一般会計補正予算（第３号）】
防災管理経費の増額補正などを行います
　感震ブレーカーの設置促進に向けた補
助制度の創設等を行うものです。
Ｑ　感震ブレーカーって？
Ａ�　一定以上の揺れを感知すると自動で
電気を遮断する装置です。地震時の電
気火災の発生抑制効果が期待されます。

可決した議案

【採　　択】　○�令和８年請願第１号　笠原地区の地域特性を活かした安全・安心で持続可能な街づくりの推進に関する請願
　　　　　　　　市長に送付し、その処理の経過及び結果の報告を請求すべきものと審査決定した。
【みなし採択】　○�令和８年請願第２号　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願
　　　　　　　�　教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書が採択されたことに伴い、採択とみなす取り

扱いとした。
【不 採 択】　○令和７年陳情第５号　�就学前の教育・保育施設、小中学校、高校、特別支援学校、福祉施設における救急搬送

の選定療養費徴収の中止を求める意見書の茨城県への提出についての陳情
　　　　　　○令和８年陳情第３号　化学物質過敏症（CS）の人に対する人的支援と、学習会の実施に関する陳情
　　　　　　　　いずれも願意に沿いがたく不採択とした。

請願・陳情の結果

本会議の様子

国のパンフレット
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常任委員会など

産業消防委員会

令和８年度一般会計補正予算
（産業消防委員会所管分）

主な質疑　まちなか店舗等開設促進補助金の実績や事業
者からの問合せ状況など
主な意見　当該補助金については、まちなかへの新規出
店にチャレンジする事業者のニーズに丁寧に寄り添い、
更なる利用促進を図られたい。
� 全会一致　賛成

建設企業委員会

都市計画道路３・３・２号中大野中河内線（松が
丘工区）斜路階段製作・架設工事請負契約の締結

主な質疑　契約相手方の決定に係る経緯、反対車線側に
整備済みの斜路階段との仕様の差異、自転車通行帯の整
備の有無、工事期間中の安全対策など
主な意見　⑴近接する市道の通行者への安全対策を図ら
れたい。⑵一部完成区間の暫定的な供用も含めた早期の
供用開始に努められたい。� 全会一致　賛成

総務環境委員会

令和８年度一般会計補正予算
（総務環境委員会所管分）

主な質疑　感震ブレーカーの設置促進に向けた補助制度
の概要や補正予算計上の時期など
主な意見　市民が制度の内容を確実に理解できるよう、
丁寧な周知に努められたい。
� 全会一致　賛成

文教福祉委員会

令和８年度一般会計補正予算【専決処分】
（文教福祉委員会所管分）

主な質疑　物価高騰対応未就学児子育て応援給付金の支
給対象及び金額の設定、スケジュールなど
主な意見　申請が必要となる対象者については、周知啓
発を徹底し、漏れのない支給に努められたい。
� 全会一致　賛成

会期中の委員会では、付託議案等を審査しました。
各委員会の審査の概要を紹介します。

　今定例会では、両チームの更なる活躍を祈念し、ロゴ入りのオリジナルポロ
シャツを着用するとともに、議場の議長席と演壇に公式マスコットキャラクター
のグッズを設置して本会議に臨みました。それぞれの競技の国内最高峰リーグ
で戦う両チームを、これからも応援していきます。

　水戸法人会青年部会主催の「税金学習バスツアー」において、子ど
も議会を議場で開催し、市内の小学５・６年生18人が参加しました。
子ども議員任命
　参加者に任命書の授与とバッジの交付を行いました。
施設見学
　公設地方卸売市場、北消防署、市役所の３施設を見学しました。
ディスカッション
　市議会議員のアドバイスを受けながら施設見学で感じた疑問等をまとめ、自分たちで質問を考えました。
子ども議会
　袴塚議長の進行の下、高橋市長に対し、災害発生時の対応など、子ども議員ならではの視点で質問を行いました。

水戸ホーリーホックと茨城ロボッツを応援

子ども議会ではこんなことを行いました

任命書とバッジ ディスカッション
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代表質問 代表・一般質問の二次元コードを読み込むと、
質問者ごとの議会中継をご覧いただけます。

当
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
今
年
度
が
最
終
年
度

と
な
る
。
来
年
度
以
降
の
展
開
と
、
政

令
指
定
都
市
を
目
指
す
の
か
伺
う
。

新
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
、
素
案
を
取

り
ま
と
め
、
有
識
者
等
で
構
成
さ
れ
る

ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
に
お
い
て
意
見
を
頂

い
て
い
る
。
今
後
、
人
口
減
少
の
深
刻

化
が
見
込
ま
れ
る
中
、
自
治
体
そ
れ
ぞ

れ
が
有
す
る
資
源
を
融
通
し
合
い
、
共

同
活
用
す
る
視
点
か
ら
の
施
策
な
ど
も

新
た
に
位
置
付
け
て
い
く
。

政
令
指
定
都
市
を
目
指
す
取
組
は
、
連

携
中
枢
都
市
圏
の
取
組
と
は
別
次
元
の

も
の
だ
が
、
本
市
が
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
、
政
令
指
定
都
市
を
展

望
し
た
広
域
合
併
を
推
進
す
べ
き
と
い

う
考
え
で
あ
る
。
本
市
の
求
心
力
を
高

め
、
他
市
町
村
住
民
が
憧
れ
る
都
市
に

な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
各
種
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

み
と
好
文
テ
ラ
ス
を
訪
問
・
体
験
し
、

利
用
者
の
意
見
を
伺
っ
た
。
平
日
の
利

用
者
数
を
伸
ば
し
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
す
る
た
め
に
、
ペ
ッ
ト
へ
の
対
応
や

い
ば
ら
き
県
央
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏

ビ
ジ
ョ
ン
の
今
後
の
展
望
は

QA
偕
楽
園
周
辺
エ
リ
ア
の
活
性
化
と

千
波
湖
・
皿
池
の
浄
化
に
つ
い
て

Q

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
お
り
、
行
政
や
地
域
社
会

等
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
市
長
が
制
定
を
目
指
す
条

例
の
理
念
や
方
向
性
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

条
例
は
令
和
９
年
度
施
行
を
目
指
す
。

子
ど
も
の
主
体
性
を
尊
重
す
る
た
め
、

条
約
や
法
の
基
本
原
則
等
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
に
保
障
さ
れ
る
権
利
を
定
め
る

と
と
も
に
、
相
談
体
制
の
整
備
、
子
ど

も
の
意
見
表
明
や
社
会
参
加
を
促
進
す

る
取
組
等
を
検
討
す
る
。
制
定
に
当
た

り
、
子
ど
も
や
保
護
者
等
を
対
象
と
し

た
子
ど
も
の
権
利
等
に
関
す
る
意
識
調

査
、
専
門
機
関
や
関
係
団
体
か
ら
の
意

見
聴
取
等
を
実
施
し
、
得
ら
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
て
、
条
例
案
を
作
成
す
る
。

市
独
自
の
条
例
を
制
定
し
、
ま
ち
全
体

で
子
ど
も
を
育
み
、
子
ど
も
た
ち
が
成

長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
」の
実
現
を
目
指
す
。

国
か
ら
各
学
校
へ
平
時
か
ら
の
火
災
予

防
の
徹
底
が
示
さ
れ
た
。
市
内
小
中
学

校
で
も
万
が
一
の
火
災
事
故
発
生
等
に

「
こ
ど
も
の
権
利
条
例
」制
定
に
向
け
た

理
念
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

QA
学
校
の
防
火
安
全
対
策
は

Q

ベ
ン
チ
増
設
な
ど
が
有
効
と
考
え
る
。

ま
た
、
水
質
が
き
れ
い
で
臭
い
も
な
い

千
波
湖
・
皿
池
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

事
業
者
側
で
、
ベ
ン
チ
や
日
陰
施
設
の

増
設
、
ペ
ッ
ト
用
ポ
ー
ル
の
設
置
等
に

つ
い
て
、
調
達
の
具
体
化
を
進
め
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
市
に
お
い
て
も
、

隣
接
す
る
黄
門
像
広
場
に
ベ
ン
チ
を
増

設
し
、
休
憩
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
皿
池
を
含
む
千
波
湖
一
帯
の
水

質
改
善
に
は
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
を
活

用
し
た
、
那
珂
川
か
ら
千
波
湖
へ
の
通

水
が
重
要
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
国
・

県
と
連
携
し
、
通
水
時
間
帯
、
継
続
時

間
、
水
量
な
ど
複
数
の
通
水
パ
タ
ー
ン

の
効
果
を
確
認
し
、
水
質
改
善
に
最
も

効
果
的
な
導
水
方
法
の
確
立
を
目
指
す
。

A

備
え
、
命
を
守
る
防
火
安
全
対
策
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
。
現
在
の
点
検
状

況
や
対
策
等
に
つ
い
て
伺
う
。

各
学
校
に
防
火
管
理
者
を
選
任
し
、
消

防
計
画
等
に
基
づ
き
、
避
難
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
消
防
設
備
の
法
定
点
検

と
日
常
的
な
安
全
点
検
を
実
施
し
て
お

り
、
結
果
に
応
じ
て
適
切
な
維
持
管
理

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
学
校
で
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
毎
年
度

の
点
検
と
、
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。
国
の
通
知
を
受
け
、
改

め
て
各
学
校
に
安
全
点
検
の
実
施
と
安

全
管
理
の
徹
底
を
指
示
し
た
。
様
々
な

状
況
を
想
定
し
た
訓
練
や
、
点
検
が
重

要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
各
学
校
等

と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
生
命
と
安

全
を
最
優
先
に
、
防
火
防
災
体
制
の
充

実
と
安
全
管
理
の
徹
底
に
努
め
る
。

A
その他の質問

○
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
等
を
行
政
運
営
指
針
の
一
つ
に

○
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を
導
入
し
、若
者
支
援
の
強
化
を

○
大
規
模
災
害
時
の
人
的
受
援
体
制
整
備
と
計
画
策
定
を

○
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
事
業
の
概
要
は

○
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
に
伴
う
対
応
は

魁
，
水
戸

後
ご と う

藤
通
み ち こ

子

公
明
党　
　

水
戸
市
議
会

森
も り

正
ま さ よ し

慶

その他の質問
○
次
期
市
長
選
へ
の
市
長
の
思
い
は

○
企
業
誘
致
の
更
な
る
強
化
に
つ
い
て

　
・
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今
後
の
取
組
は

○
下
水
道
使
用
料
改
定
の
検
討
状
況
は みと好文テラス一帯

学校に設置している救助袋
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代表質問

２
０
２
８
年
の
水
戸
光
圀
公
生
誕
４
０
０

年
を
一
過
性
の
記
念
事
業
で
終
わ
ら
せ

ず
、
未
来
に
残
る
取
組
を
す
べ
き
で
あ

る
。
水
戸
の
歴
史
や
光
圀
公
の
功
績
を

体
系
的
に
伝
え
る「
水
戸
光
圀
公
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」の
整
備
を
含
め
、
偕
楽
園
や
弘

道
館
等
の
歴
史
資
源
と
連
携
し
た
恒
久

的
な
観
光
振
興
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

に
つ
な
が
る
長
期
的
な
観
光
戦
略
に
つ

い
て
、
見
解
を
伺
う
。

施
設
整
備
は
、
費
用
等
の
課
題
が
あ
り

困
難
で
あ
る
。
市
立
博
物
館
で
の
特
別

展
開
催
を
考
え
て
い
る
。
国
内
外
へ
の

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
施
設

や
歴
史
的
資
源
を
、
光
圀
公
を
一
つ
の

軸
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
魅
力
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
今

後
、
光
圀
公
生
誕
４
０
０
年
記
念
事
業

を
決
定
し
、
進
め
る
中
で
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
視
野
に
入
れ
た
情
報
発
信
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
光
圀
公
の
人
物
像

を
入
り
口
と
し
て
、
背
景
に
あ
る
歴
史

や
文
化
へ
の
興
味
を
広
げ
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
が
進
む
中
、
将

水
戸
光
圀
公
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

整
備
と
観
光
戦
略
は

QA
次
世
代
交
通
シ
ス
テ
ム

「
Ｚ
ｉｐ
ｐ
ａ
ｒ
※
」の
導
入
可
能
性
は

Q

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
報
酬
は
、
所
在
地
の
地
域
区
分
に
基

づ
き
算
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
改
定

で
本
市
の
報
酬
単
価
は
２
％
の
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
昨
今
の
物

価
高
騰
に
加
え
、
深
刻
な
人
材
不
足
が

続
く
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
り
、
本
市

の
認
識
と
今
後
の
対
応
方
針
を
伺
う
。

各
事
業
所
の
収
入
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
由
々
し
き
事
態
と

捉
え
て
い
る
。
影
響
を
受
け
る
事
業
者

に
対
し
、
国
が
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き

と
考
え
る
。
引
き
続
き
、
介
護
保
険
及

び
障
害
福
祉
の
持
続
可
能
な
制
度
運
営

と
、
そ
れ
を
担
う
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

安
定
的
な
経
営
の
確
保
に
向
け
、
事
業

者
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ

る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
な
が

ら
、
国
の
支
援
を
強
く
求
め
て
い
く
。

近
年
の
豪
雨
災
害
で
は
、
短
時
間
の
う

ち
に
状
況
が
急
激
に
悪
化
し
、
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い
る
。
市
民
の

命
を
守
る
た
め
、
降
雨
予
測
情
報
の
収

集
・
発
信
や
雨
水
の「
流
す
対
策
」に
加

国
の「
地
域
区
分
」改
定
に
係
る

本
市
の
認
識
と
対
応
方
針
は

QA
線
状
降
水
帯
等
に
よ
る

各
地
の
災
害
を
踏
ま
え
た
対
策
は

Q

来
を
見
据
え
た
新
た
な
交
通
手
段
の
研

究
が
必
要
で
あ
る
。
Ｚ
ｉ
ｐ
ｐ
ａ
ｒ
は
、

道
路
上
空
等
を
活
用
で
き
る
ほ
か
、
低

コ
ス
ト
で
の
整
備
が
期
待
さ
れ
、
自
動

運
転
や
カ
ー
ブ
、
分
岐
に
も
対
応
で
き

る
柔
軟
な
路
線
設
計
等
の
優
位
性
を
持

つ
。
市
内
主
要
拠
点
を
結
ぶ
新
た
な
交

通
手
段
と
し
て
、
導
入
可
能
性
の
調
査

研
究
や
事
業
者
と
の
意
見
交
換
、
実
証

実
験
の
誘
致
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

路
線
バ
ス
を
維
持
し
、
利
便
性
や
持
続

可
能
性
の
高
い
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
努
め
、
全
て
の
人
が
安
心

し
て
移
動
で
き
る
交
通
体
系
の
実
現
を

目
指
す
。
Ｚ
ｉ
ｐ
ｐ
ａ
ｒ
の
導
入
は
、

観
光
面
で
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
一
方
、

行
政
経
費
増
等
の
課
題
が
あ
る
。
今
後

の
公
共
交
通
環
境
の
変
化
等
を
捉
え
、

必
要
に
応
じ
て
調
査
研
究
を
行
う
。

A

え
、「
貯
め
る
対
策
」を
早
急
に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

河
川
の
水
位
予
測
等
の
ほ
か
、
本
市
に

特
化
し
た
気
象
情
報
を
入
手
し
、
予
測

段
階
か
ら
市
HP
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
、

早
期
に
分
か
り
や
す
く
提
供
し
て
い
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
に
は
個
別
に
連
絡

を
取
る
な
ど
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

情
報
発
信
の
取
組
も
進
め
て
い
る
。「
貯

め
る
対
策
」は
、計
画
に
富
士
池
拡
張
事

業
を
位
置
付
け
た
ほ
か
、
笠
原
地
区
で

大
規
模
貯
留
施
設
を
組
み
合
わ
せ
た
設

計
に
着
手
し
た
。
今
年
度
は
、
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、

浸
水
要
因
の
分
析
や
地
域
ご
と
の
課
題

を
整
理
し
、
雨
水
管
理
方
針
の
策
定
に

着
手
す
る
。
そ
の
後
、
財
政
見
通
し
等

を
踏
ま
え
た
段
階
的
対
策
計
画
を
ま
と

め
、雨
水
管
理
総
合
計
画
を
策
定
す
る
。

A

その他の質問
○
本
市
の
経
済
的
発
展
と
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
・
企
業
か
ら
選
ば
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
は

　
・
国
家
事
業
等
の
誘
致
に
つ
い
て
の
将
来
構
想
は

○
第
３
子
以
降
へ
の
大
胆
な
支
援
策
を

○
水
戸
黄
門
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
現
状
と
更
な
る
取
組
は

その他の質問
○
市
長
の
４
期
16
年
に
わ
た
る
実
績
へ
の
評
価
と
次
期
出
馬
は

○
国
の
消
費
税
減
税
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

　
・
本
市
財
政
へ
の
影
響
と
対
応
策
は

　
・
国
に
確
実
か
つ
十
分
な
財
源
措
置
を
求
め
る
考
え
は

政
和
維
新

マーサー
川
か わ ま た

又

水
戸
み
ら
い

藤
ふ じ さ わ

澤
康
や す ひ こ

彦

※ Zippar…�カーブや分岐を自由に設けることができ、自動運転が可能な自走式ロープウェイ

次世代交通システム「Zippar」

「貯める」対策の工事が進む富士池
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代表質問、一般質問

障
が
い
者
の
多
く
は
、通
所
・

就
労
に
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、

割
引
に
は
手
帳
の
提
示
が
必

要
と
な
る
。
朝
の
混
雑
時
、
提
示
に
手

間
取
っ
た
際
に
周
囲
の
乗
客
か
ら
の
圧

を
感
じ
、
以
降
、
提
示
に
時
間
を
要
し

な
い
か
不
安
を
抱
い
た
と
の
話
を
保
護

者
か
ら
聞
い
た
。
現
行
の
紙
製
手
帳
は

傷
み
や
す
く
、
サ
イ
ズ
も
大
き
く
携
帯

に
不
便
だ
。
平
成
31
年
の
法
改
正
で
紙

か
カ
ー
ド
型
か
を
選
択
可
能
に
な
っ
た
。

市
で
も
カ
ー
ド
型
を
選
べ
る
よ
う
に
す

べ
き
で
、
県
内
全
自
治
体
が
実
施
で
き

る
よ
う
県
に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。

カ
ー
ド
化
は
携
帯
や
提
示
の
点
で
利
便

性
向
上
が
図
れ
る
が
、
視
認
性
低
下
や

発
行
に
伴
う
財
源
確
保
な
ど
が
課
題
だ
。

障
が
い
者
手
帳
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア

プ
リ「
ミ
ラ
イ
ロ
ID
」の
活
用
を
促
進
し
、

各
種
障
が
い
者
手
帳
の
カ
ー
ド
化
は
、

県
の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
す
る
。

QA

駅
前
広
場
に
お
け
る
安
全
で

快
適
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
で
は
、
指
定
場
所
以

外
で
の
喫
煙
を
禁
止
し
て
い
る
。
し
か

し
、
喫
煙
所
か
ら
の
煙
の
流
出
や
、
周

辺
で
の「
は
み
出
し
喫
煙
」が
見
受
け
ら

れ
る
。
水
戸
駅
を
は
じ
め
と
す
る
駅
前

は
、多
く
の
人
が
行
き
交
う「
ま
ち
の
顔
」

で
あ
る
。
吸
う
人
・
吸
わ
な
い
人
の
双

方
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
喫
煙

所
の
移
設
や
密
閉
化
な
ど
、
受
動
喫
煙

防
止
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

水
戸
駅
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
や
喫
煙
所
の
移
設
を
行
う
な

ど
、
受
動
喫
煙
防
止
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
指
定
場
所
以
外
で
の
喫
煙
に
つ

い
て
は
、
現
地
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
の
啓

発
等
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
利
用
状

況
等
を
踏
ま
え
、
対
応
を
検
討
す
る
。

QA

多
様
な
障
が
い
に
配
慮
す
る
た
め

各
種
障
が
い
者
手
帳
の
カ
ー
ド
化
を

中
な か に わ

庭
由
ゆ み こ

美子

駅
前
広
場
に
お
け
る

受
動
喫
煙
対
策
の
強
化
を

森
も り

智
ち よ こ

世子

その他の質問
○産後ケアの充実を
○障がい者への交通系ICカード乗車券運賃助成制度を
○市職員の労働環境改善を

その他の質問
○連携中枢都市圏における広域行政の推進について
　・広域連携の成果と課題を踏まえた新たなビジョンは
○「こどもの権利条例」制定と子どもの意見表明、参画は

⑴
国
が
常
陸
大
宮
市
に「
核
の
ご
み
」最

終
処
分
地
の
選
定
に
係
る
文
献
調
査
の

申
入
れ
を
し
た
と
の
報
道
が
あ
り
、
本

市
で
も
不
安
や
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
常
陸
大
宮
市
は
、
棚
倉
断
層
の

影
響
で
最
大
震
度
７
の
地
震
発
生
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
安
全
に
地

層
処
分
で
き
る
環
境
で
は
な
い
。
同
市

に
対
し
、
直
ち
に
受
け
入
れ
拒
否
を
求

め
、
県
都
と
し
て
市
民
と
郷
土
を
守
る

姿
勢
を
示
す
べ
き
で
は
。
⑵
本
市
が
取

り
組
む
広
域
避
難
計
画
の
策
定
は
、
15

年
経
過
し
て
も
完
成
の
め
ど
が
立
た
な

い
。
東
海
第
二
原
発
で
事
故
が
発
生
す

れ
ば
、
全
て
の
市
民
を
安
全
に
避
難
さ

せ
る
こ
と
は
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

市
長
は
、
原
電
に
対
し
、
原
発
再
稼
働

を
認
め
ず
、
廃
炉
を
求
め
る
べ
き
だ
。

⑴
常
陸
大
宮
市
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

最
終
処
分
の
安
全
性
等
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
進
め
る
。
⑵
再
稼
働
の
是
非
に

関
わ
ら
ず
、
広
域
避
難
計
画
は
必
要
で

あ
り
、
策
定
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
２
号
中
大
野

中
河
内
線
の
見
川
東
工
区
で
不
明
瞭
な

東
海
第
二
原
発
再
稼
働
を
認
め
ず

廃
炉
を
求
め
る
決
断
を

QA
都
市
計
画
道
路
に
お
け
る

不
明
瞭
な
用
地
買
収
の
真
相
は

Q

用
地
買
収
が
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
。

契
約
時
、
既
に
更
地
と
な
っ
て
い
た
土

地
に
、
杉
１
９
０
本
が
あ
っ
た
と
し
て
、

市
は
約
２
３
５
５
万
円
を
土
地
代
に
上

乗
せ
し
、
約
７
３
０
０
万
円
を
支
払
っ

た
。
⑴
当
該
土
地
は
長
年
に
わ
た
り
耕

作
放
棄
地
で
、
繁
茂
し
て
い
た
の
は
竹

や
雑
木
等
で
あ
る
。
市
場
価
値
の
あ
る

杉
だ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
虚
偽
で
は
な

い
か
。
⑵
地
権
者
が
買
取
希
望
を
出
し

た
翌
日
、
市
は
７
３
０
０
万
円
も
の
金

額
を
決
定
し
た
。
事
業
認
可
が
見
通
せ

な
い
不
要
不
急
の
土
地
を
、
な
ぜ
５
年

前
に
、
こ
れ
ほ
ど
急
い
で
買
っ
た
の
か
。

⑴
伐
採
後
、
職
員
が
現
地
で
確
認
し
た

切
株
の
測
定
か
ら
樹
高
を
推
定
し
、
当

時
の
航
空
写
真
を
用
い
て
算
定
し
た
。

⑵
市
の
将
来
的
な
財
政
負
担
の
増
加
を

避
け
る
た
め
に
先
行
取
得
し
た
。

A
その他の質問

○
下
水
道
料
金
値
上
げ
検
討
の
中
止
を

○
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
へ
の
税
金
支
出
の
中
止
を

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
・
水
害
対
策
と
し
て
防
災
倉
庫
の
か
さ
上
げ
等
の
検
討
を

　
・
被
災
動
物
の
一
時
収
容
な
ど
避
難
体
制
の
強
化
を

日
本
共
産
党

水
戸
市
議
団

土
つ ち だ

田
記
き

代
よ

美
み

カード型になった場合と従来の手帳型の比較

買収した道路用地

水戸駅南口の喫煙所

▼一般質問



7 2026.11.１　みと議会だより

一般質問

高
齢
・
障
害
・
困
窮
等
の
複

合
的
な
課
題
に
対
し
、
包
括

的
な
支
援
体
制
が
必
要
と
考

え
る
。
孤
立
す
る
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

推
進
と
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
に

向
け
た
取
組
を
伺
う
。

今
年
度
か
ら
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
専
門
的

な
支
援
の
枠
組
み
を
生
か
し
つ
つ
、
分

野
横
断
的
な
調
整
機
能
を
加
え
、
関
係

課
・
関
係
機
関
同
士
の
連
携
強
化
や
相

談
支
援
の
円
滑
化
を
図
る
。
ま
た
、
行

政
で
把
握
し
き
れ
な
い
支
援
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
多
様
な
主
体
と
相
互

連
携
を
強
化
し
、
地
域
全
体
で
包
括
的

に
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

今
後
も
本
事
業
の
推
進
を
通
じ
て
、
市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
強
化
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

QA

当
該
制
度
は
生
ま
れ
故
郷
等

を
応
援
す
る
目
的
で
始
ま
り
、

地
域
の
特
産
品
の
PR
に
も
寄

与
し
て
き
た
が
、
近
年
は
返
礼
品
競
争

の
側
面
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
競
争
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
市
民
の

他
自
治
体
へ
の
寄
附
額
が
増
え
た
こ
と

で
、
本
市
の
減
収
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
⑴
現
状
認
識
に
つ
い

て
、
⑵「
水
戸
の
フ
ァ
ン
」づ
く
り
に
向

け
た
、
寄
附
者
へ
の
各
種
情
報
発
信
や

関
係
構
築
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
本
来
の
理
念
か
ら
ズ
レ
が
生
じ
て
い

る
と
考
え
る
。
本
市
財
政
へ
の
影
響
に

つ
い
て
、
HP
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

⑵
地
場
産
品
の
紹
介
や
観
光
案
内
を
行
っ

て
い
る
。
令
和
７
年
度
実
績
の
う
ち
、

２
年
連
続
の
寄
附
者
は
13
％
を
占
め
て

お
り
、「
水
戸
の
フ
ァ
ン
」と
言
え
る
存

在
で
あ
る
。
関
係
人
口
増
加
に
向
け
、

関
係
性
を
深
め
ら
れ
る
取
組
を
行
う
。

QA

既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
な

が
ら
、
民
間
事
業
者
の
持
つ

企
画
力
や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
子
ど
も
の
遊
び
・
学
び
・
体

験
の
機
会
や
、
多
世
代
交
流
の
充
実
を

図
る
こ
と
で
施
設
の
魅
力
を
高
め
、
中

心
市
街
地
の
回
遊
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に

も
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
だ
。
今
後
の
指

定
管
理
者
選
定
に
当
た
り
見
解
を
伺
う
。

今
年
度
で
５
年
間
の
指
定
管
理
期
間
が

終
了
す
る
た
め
、
来
年
度
か
ら
の
指
定

に
向
け
た
公
募
等
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
。
次
期
の
公
募
に
当
た
っ
て
は
、

管
理
運
営
業
務
を
大
幅
に
見
直
し
、
民

間
事
業
者
が
有
す
る
優
れ
た
企
画
力
や

運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
し
、

施
設
の
利
用
促
進
や
魅
力
向
上
に
つ
な

げ
ら
れ
る
事
業
提
案
を
新
た
に
求
め
て

い
る
。
今
後
も
市
民
の
利
便
性
向
上
と

施
設
の
効
用
向
上
を
図
り
、
何
度
も
訪

れ
た
い
と
思
わ
れ
る
施
設
を
目
指
す
。

QA

船
中
泊
を
伴
う
自
然
教
室
は
、

事
業
の
見
直
し
・
再
編
に
伴

い
、大
き
な
節
目
を
迎
え
た
。

五
感
を
フ
ル
活
用
す
る
リ
ア
ル
な
直
接

体
験
こ
そ
が
、
子
ど
も
の
豊
か
な
人
格

や
自
己
肯
定
感
、
主
体
性
を
育
み
、
人

生
の
可
能
性
を
広
げ
る
原
動
力
と
な
る
。

子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
触
れ
合
い
、
仲

間
と
と
も
に
成
長
で
き
る
、
質
の
高
い

体
験
学
習
の
機
会
を
担
保
す
る
必
要
が

あ
る
。
新
た
な
体
験
学
習
の
現
状
と
教

育
的
効
果
に
対
す
る
評
価
を
伺
う
。

行
き
先
や
活
動
内
容
を
生
徒
自
ら
決
定

す
る
こ
と
で
、
自
主
性
や
判
断
力
を
育

む
、
よ
り
意
義
の
高
い
自
然
体
験
教
室

へ
今
年
度
か
ら
移
行
し
た
。
９
月
現
在
、

既
に
７
校
で
実
施
し
て
お
り
、
豊
か
な

自
然
と
触
れ
合
う
と
と
も
に
、
友
人
や

教
員
と
の
絆
を
深
め
ら
れ
た
。
今
後
も

自
然
体
験
活
動
を
通
し
て
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
る
。

QA

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進
と

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
を

細
ほ そ や

谷
智
と も ひ ろ

宏

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
通
し
た

「
水
戸
の
フ
ァ
ン
」づ
く
り
を

渡
わ た な べ

辺
欽
き ん や

也

「
わ
ん
ぱ
ー
く
・
み
と
」と「
は
み
ん
ぐ

ぱ
ー
く
・
み
と
」の
更
な
る
充
実
を

田
た じ り

尻
由
ゆ き こ

紀子

船
中
泊
に
代
わ
る
新
た
な

体
験
学
習
の
現
状
と
評
価
は

黒
く ろ き

木
勇
いさむ

その他の質問
○親元就農支援の現状分析と今後の取組は
○8050問題のリスクに対する見解は
○昼間人口を踏まえたまちづくりを

その他の質問
○「みとちゃり」の利用実態分析と更なる展開は
○公共ライドシェアの実証事業を行う考えは
○童謡文化を次世代へ継承するための取組は

その他の質問
○倒木等による被害防止について
　・街路樹及び公園樹木の維持管理は
　・学校樹木の安全管理は

その他の質問
○移住相談窓口の充実と伴走型フォローアップ体制強化を
○移住者の定着に向けた起業・創業・就職支援の強化を
○第二最終処分場跡地における公園整備事業の早期完成を

寄附金の返礼品の例（干し芋）

飯富中学校の自然体験教室

はみんぐぱーく・みとに新設された屋内遊具



82026.11.１　みと議会だより

一般質問

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
野
球

や
サ
ッ
カ
ー
を
で
き
る
公
園

は
市
内
に
１
か
所
の
み
だ
。

防
球
ネ
ッ
ト
整
備
に
は
約
千
五
百
万
円

を
要
し
、
財
政
負
担
が
大
き
い
。
他
自

治
体
で
は
校
庭
を
公
園
と
捉
え
、
学
校

に
管
理
責
任
を
負
わ
せ
ず
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
、
開
放
し

て
い
る
例
も
あ
る
。
本
市
で
も
導
入
を
。

放
課
後
学
級
と
の
す
み
分
け
や
見
守
り

人
員
の
配
置
等
が
課
題
だ
。
昭
和
50
年

度
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
見
守
り
で
校
庭
を

開
放
し
て
い
た
が
、
利
用
児
童
が
減
り
、

平
成
26
年
度
に
廃
止
し
た
経
緯
が
あ
る
。

開
放
再
開
に
は
慎
重
な
判
断
が
必
要
だ
。

（
要
望
）寝
屋
川
市
で
は
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

等
で
校
庭
を
す
み
分
け
し
、
問
題
な
く

利
用
さ
れ
て
い
る
。
川
崎
市
で
は
児
童

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
校
庭
開
放
を

決
め
た
。
本
市
も
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち

に
利
用
意
向
を
調
査
し
て
ほ
し
い
。

QAQ

長
年
に
わ
た
り
市
の
高
齢
者

福
祉
を
担
っ
て
き
た
開
江
老

人
ホ
ー
ム
が
今
年
度
で
廃
止

さ
れ
る
。
⑴
施
設
と
土
地
の
利
活
用
に

向
け
た
検
討
状
況
は
。
⑵
地
域
や
民
間

の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
民
官
連
携
に

よ
る
利
活
用
の
検
討
は
。
⑶
早
期
の
利

活
用
方
針
決
定
に
向
け
た
見
解
を
伺
う
。

⑴
旧
棟
部
分
の
老
朽
化
が
著
し
い
が
、

増
築
部
分
の
居
室
、
厨
房
設
備
、
食
堂

兼
集
会
室
、
浴
室
等
は
再
利
用
が
可
能

で
あ
り
、
今
後
、
利
活
用
方
針
を
取
り

ま
と
め
る
。
⑵
福
祉
関
係
等
の
民
間
事

業
者
に
提
案
を
求
め
る
形
で
調
査
を
進

め
て
い
る
。
地
域
住
民
や
地
域
団
体
か

ら
意
見
を
聞
く
機
会
の
設
定
も
今
後
検

討
す
る
。
⑶
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案

内
容
等
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
土
地

や
建
物
の
資
産
価
値
等
の
調
査
も
進
め
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
最
終
的
な
利
活
用

方
針
を
決
定
す
る
。

QA

介
護
認
定
審
査
会
は
、
要
支

援
や
要
介
護
等
、
そ
の
人
が

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の

程
度
必
要
と
し
て
い
る
か
を
公
的
に
判

定
す
る
た
め
の
附
属
機
関
で
あ
る
。
国

が
示
す
運
営
要
項
で
は
、医
療
・
保
健
・

福
祉
の
３
領
域
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
委

員
を
選
出
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
審
査
会
委
員
に
は
、

介
護
福
祉
士
が
１
名
し
か
入
っ
て
い
な

い
。
介
護
福
祉
士
は
、
国
家
資
格
を
持

つ
介
護
の
専
門
職
で
あ
り
、
要
介
護
者

等
の
生
活
実
態
を
最
も
近
い
距
離
で
把

握
し
て
い
る
職
種
で
あ
る
。
審
査
・
判

定
の
透
明
性
と
専
門
性
を
高
め
る
た
め
、

介
護
福
祉
士
の
委
員
枠
を
増
や
す
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
見
解
を
伺
う
。

議
員
提
案
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
審
査

会
の
委
員
の
方
々
な
ど
の
意
見
等
を
伺

い
な
が
ら
、
十
分
検
討
す
る
。

QA

市
は
令
和
３
年
に
見
川
４
丁

目
の
都
市
計
画
道
路
用
地
約

２
３
０
０
㎡
を
不
動
産
会
社

か
ら
買
収
し
た
。
土
地
代
約
５
０
０
０

万
円
と
、
杉
１
９
０
本
の
移
転
補
償
費

約
２
４
０
０
万
円
を
支
払
っ
た
が
、
契

約
前
に
樹
木
が
伐
採
さ
れ
て
い
た
。
市

は
航
空
写
真
等
で
杉
１
９
０
本
を
推
定

し
、補
償
し
た
が
、
市
の
資
料
で
確
認
で

き
る
の
は
竹
や
広
葉
樹
ば
か
り
で
あ
る
。

市
が
推
定
し
た
直
径
36
㎝
の
杉
は
樹
齢

60
年
以
上
に
な
る
が
、
市
が
買
収
す
る

15
年
前
の
航
空
写
真
で
は
、
ほ
と
ん
ど

樹
木
が
な
い
。
こ
れ
は
補
償
金
上
乗
せ

を
目
的
と
す
る
杉
の
捏ね

つ

造
で
は
な
い
か
。

不
正
の
徹
底
解
明
と
再
発
防
止
、
税
金

支
出
の
返
還
請
求
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

市
の
説
明
不
足
に
よ
る
伐
採
の
た
め
、

市
の
判
断
で
補
償
し
た
。
伐
採
前
の
立

木
と
伐
採
後
の
切
株
か
ら
分
布
密
度
と

樹
高
を
推
定
し
た
。
適
正
に
執
行
し
た
。

QA

学
校
の
責
任
・
負
担
ゼ
ロ
で

校
庭
を
放
課
後
の
公
園
に
！

池
い け だ

田
悠
ゆ う き

紀

開
江
老
人
ホ
ー
ム
廃
止
後
の

施
設
の
利
活
用
は

高
た か く ら

倉
富
ふ

士
じ

男
お

介
護
認
定
審
査
会
に
お
け
る

介
護
福
祉
士
の
必
要
性
に
つ
い
て

滑
な め か わ

川
友
ゆ り

理

都
市
計
画
道
路
３・３・２
号（
見
川
東

工
区
）の
用
地
買
収
問
題
に
つ
い
て

田
た な か

中
真
ま さ き

己

その他の質問
○水戸の子どもが弘道館・偕楽園へ行かずに卒業してよいのか
○事務事業評価を導入し、税金の使途や成果を公開すべき
○日本語指導が必要な外国人児童の増加で、学校の負担増は

その他の質問
○がん検診の受診率向上に向けた取組は
○がんサバイバーシップ支援に対する見解は
○市独自のアピアランスケア支援の検討を

その他の質問
○市職員への災害応急作業等手当の導入を
○多子世帯に対する放課後学級の減免制度を
○下水道管路における全国特別重点調査の結果は

その他の質問
○契約前の伐採を補償したのは国の損失補償基準違反では
○航空写真等で杉が確認できないが約2400万円の根拠は
○不動産評価審査会の審査と土地にある産業廃棄物について

「みんなの校庭プロジェクト」川崎市教育委員会事務局HPより

開江老人ホーム

伐採後に市が推定で杉を補償した現地
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一般質問

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
は
、

入
院
や
施
設
入
所
時
の
手
続

き
、
死
後
事
務
等
の
ほ
か
、

日
常
生
活
で
も
買
い
物
や
金
銭
管
理
等
、

多
岐
に
わ
た
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

の
支
援
体
制
と
、今
後
の
取
組
を
伺
う
。

圏
域
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
８

か
所
に
設
置
し
、
身
近
な
相
談
窓
口
と

し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、

民
間
企
業
等
の
提
供
す
る
社
会
資
源
と

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
ぐ
役
割
を
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
担
っ
て

い
る
。
今
後
も
こ
の
相
談
支
援
体
制
を

基
盤
に
、
成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
の
利
用
促
進
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
地
域
の

社
会
資
源
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
進
め
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
体
制
整
備
に
取
り
組
む
。

QA

市
民
会
館
は
多
く
の
集
客
が

図
ら
れ
て
い
る
が
、
周
辺
へ

の
回
遊
や
滞
在
、
消
費
、
交

流
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

高
校
生
等
の
若
者
の
利
用
実
態
や
消
費

動
向
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
若
者

が
企
画
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
整
え

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
関
係
者
を
つ
な

ぎ
、
継
続
的
に
事
業
を
仕
掛
け
る
専
門

人
材
を
活
用
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
体
制
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
等
で

把
握
に
努
め
る
。
現
在
、
マ
ル
シ
ェ
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
を
実
施
し
て
お
り
、

引
き
続
き
消
費
動
向
等
の
把
握
や
商
店

街
と
の
連
携
を
進
め
る
。
若
者
が
活
動

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
支
援
と
と
も

に
、
ミ
ト
リ
オ
に
ぎ
わ
い
推
進
協
議
会

で
各
種
取
組
の
充
実
策
を
検
討
す
る
。

QA

開
江
地
区
は
市
街
化
調
整
区

域
内
に
大
き
な
集
落
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
下
水
道
整
備

を
望
む
声
が
多
い
。
同
地
区
の
下
水
道

整
備
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
見
解
を

伺
う
。

同
地
区
は
、
双
葉
台
団
地
北
側
、
県
道

真さ
な

端ば
た

水
戸
線
付
近
に
、
既
存
集
落
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
状
況
等
か
ら
公

共
下
水
道
の
事
業
計
画
区
域
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
が
、
工
事
に
要
す
る
事

業
費
の
増
加
や
、
国
の
交
付
金
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
既
存
施
設
の
維
持
・
更

新
に
も
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
未
整
備
区
域
へ
の
取
組
に
時
間
を

要
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
国
に
支
援

を
求
め
る
な
ど
、
必
要
な
財
源
確
保
に

努
め
る
。
今
後
も
要
望
を
受
け
止
め
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
国
の
交
付
金
の
動

向
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
効
率
的
・
効

果
的
な
事
業
の
推
進
を
図
る
。

QA

（
仮
称
）西
谷
津
広
場
が
完
成

す
る
と
、
約
１
０
０
ｍ
の
距

離
に
位
置
す
る
東
野
市
民
運

動
場
利
用
者
の
移
行
が
見
込
ま
れ
る
。

茨
城
町
東
IC
に
近
接
し
て
い
る
立
地
条

件
を
生
か
し
、
東
野
市
民
運
動
場
に
⑴

道
の
駅
の
整
備
、
ま
た
は
、
⑵
企
業
立

地
の
種
地
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

見
解
を
伺
う
。

⑴
道
の
駅
設
置
に
は
、
立
地
条
件
及
び

事
業
主
体
、
採
算
性
及
び
収
益
性
な
ど

様
々
な
視
点
か
ら
総
合
的
な
判
断
が
必

要
だ
。
運
動
場
の
用
途
廃
止
を
前
提
と

し
て
も
、
多
く
の
難
し
い
課
題
が
あ
る
。

⑵
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
て

お
り
、
企
業
の
立
地
先
と
し
て
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
あ
る
が
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
工
場
等
の
開
発
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
。
様
々
な
課
題
が
整
理
さ

れ
、
運
動
場
の
用
途
廃
止
が
で
き
る
場

合
に
、要
件
等
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

QA

増
加
が
見
込
ま
れ
る

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
へ
の
支
援
は

打
う ち こ し

越
美
み わ こ

和子

ミ
ト
リ
オ
に

戦
略
的
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

萩
は ぎ や

谷
慎
し ん い ち

一

開
江
地
区
の
将
来
的
な

下
水
道
整
備
の
方
針
は

大
お お つ

津
亮
りょういち

一

東
野
市
民
運
動
場
に
道
の
駅
整
備

ま
た
は
企
業
誘
致
を

松
ま つ も と

本
勝
か つ ひ さ

久

その他の質問
○地域コミュニティ維持・活性化について
　・次世代の地域人材育成は
　・民間活力を活用した新たな活動の仕組みづくりは

その他の質問
○町内会加入の有無を超えた地域防災体制を
○市民センター窓口での施設予約への支援を
○放課後学級の質の向上と地域協働型運営を

その他の質問
○市内の防犯カメラについて
　・設置台数と場所は
　・設置基準と優先順位、設置効果の検証は

その他の質問
○本市の未利用財産の状況について
　・どのくらいの未利用財産があるのか
　・利用が少ない公共施設を用途廃止し、財政に貢献させては

ミトリオマルシェ

相談員による支援

整備要望のある開江地区

東野市民運動場



代表質問（12月8日，1）

102026.11.１　みと議会だより

一般質問

人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る

中
、
本
市
の
持
続
的
発
展
を

考
え
る
上
で
、
合
併
に
よ
る

自
治
体
規
模
の
拡
大
と
行
政
基
盤
の
強

化
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
市
民
所
得

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
民
の
暮
ら

し
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
消
費
の
拡
大

や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
税
収
の
増
加

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

広
域
合
併
の
実
現
に
は
、
本
市
の
強
み

で
あ
る
高
い
都
市
の
総
合
力
を
生
か
し
、

求
心
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
新
た

な
課
題
に
も
積
極
的
に
対
応
し
つ
つ
、

水
戸
な
ら
で
は
の
個
性
等
を
磨
き
上
げ
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
市
民
所
得
は
近
年
増
加
傾

向
に
あ
り
、
市
内
経
済
は
成
長
し
続
け

て
い
る
。
引
き
続
き
、
中
小
企
業
の
経

営
基
盤
の
強
化
や
企
業
誘
致
に
取
り
組

み
、
経
済
活
動
の
活
性
化
、
安
定
し
た

雇
用
の
創
出
、働
く
場
の
確
保
を
図
る
。

QA 持
続
的
発
展
策
と
し
て
の
広
域
合
併
と

市
民
所
得
の
向
上
策
は

須
す だ

田
浩
ひ ろ か つ

和

その他の質問
○広報における正確な情報伝達について
　・生成ＡＩによる情報検索への対応は
　・情報の公開・提供方法を見直す考えは

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
機

能
向
上
に
よ
り
、
児
童
生
徒

に
情
報
過
多
の
状
況
が
発
生

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
情
報
の
正

確
性
の
確
認
や
職
員
に
よ
る
判
断
が
重

要
と
考
え
る
。
教
育
現
場
で
の
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
、
情
報
モ
ラ
ル
等
に

関
す
る
授
業
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

小
学
１
年
生
か
ら
の
９
年
間
を
見
通
し

た
情
報
活
用
能
力
体
系
表
を
作
成
し
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
情
報
活
用
能
力
の

育
成
を
進
め
て
い
る
。
生
成
AI
に
つ
い

て
は
、
自
ら
の
考
え
を
基
盤
に
、
補
助

的
に
活
用
す
る
力
等
を
養
う
こ
と
を
重

視
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
授
業

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、AI
リ
テ
ラ
シ
ー

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
情
報
技
術
の
特
性
や
リ
ス
ク
を
理
解

し
、
主
体
的
か
つ
責
任
を
持
っ
て
利
活

用
で
き
る
よ
う
、
育
成
に
努
め
る
。

QA

現
在
、
内
原
駅
南
口
周
辺
事

業
が
進
行
し
て
お
り
、今
後
、

南
口
広
場
の
建
築
工
事
等
が

本
格
的
に
始
ま
る
。
雨
天
時
で
も
快
適

に
移
動
で
き
る
よ
う
、
歩
行
者
用
の
屋

根
の
設
置
等
を
行
う
も
の
だ
が
、
北
口

で
の
同
様
の
工
事
と
比
べ
て
費
用
が
高

額
に
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
価
格
の
妥

当
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
実
施
中
の
第
１
工
区
に
加
え
、
第

２
工
区
の
施
工
も
控
え
て
お
り
、
高
額

な
工
事
が
続
く
場
合
、
市
民
理
解
は
得

ら
れ
る
の
か
。
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

設
計
金
額
は
約
８
９
０
０
万
円
と
な
り
、

北
口
の
工
事
と
比
べ
て
約
６
１
０
０
万

円
高
い
。
理
由
は
、
材
料
の
違
い
、
物

価
高
騰
の
影
響
、
工
事
範
囲
の
違
い
で

あ
り
、
経
済
性
・
妥
当
性
を
精
査
し
た

上
で
価
格
を
決
定
し
た
。
第
２
工
区
の

変
更
は
困
難
で
あ
り
、
早
期
の
供
用
開

始
に
向
け
、
着
実
に
工
事
を
進
め
る
。

QA

教
育
現
場
で
の

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は

綿
わ た ひ き

引
健
け ん

内
原
駅
南
口
の
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事
は

適
切
な
予
算
執
行
を
徹
底
す
べ
き

安
あ ん ぞ う

藏
栄
さかえ

その他の質問
○教育行政におけるAIの利活用の現状は
○納豆消費拡大に向けた施策は
○豪雨災害時における車両の事前避難の考え方は

その他の質問
○内原駅南口周辺整備の全体スケジュールは
○内原駅南口の交差点改善と横断歩道の設置を
○県立中央病院移転に伴う内原駅周辺の環境整備は

企
業
誘
致
は
本
市
の
発
展
に

欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
り
、

「
で
き
な
い
」を「
で
き
る
よ
う

に
す
る
」と
い
う
視
点
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
産
業
系
エ
リ
ア
指
定
制
度
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
企
業
誘
致
・

創
業
支
援
室
を
中
心
に
連
携
体
制
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
用
地
面
積
や
道
路

要
件
な
ど
開
発
基
準
の
緩
和
、
手
続
き

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
、
許
認
可
短
縮
の

フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
制
度
の
導
入
等
を

進
め
る
べ
き
だ
。
改
め
て
提
案
す
る
。

企
業
の
多
様
な
立
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
更
な
る
規
制
緩
和
に
向
け
、

制
度
の
統
合
や
基
準
面
積
の
見
直
し
を

進
め
る
。
企
業
誘
致
・
創
業
支
援
室
が

関
係
各
課
と
連
携
を
密
に
し
、
手
続
き

を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

今
後
も
企
業
と
地
権
者
の
調
整
が
円
滑

に
進
む
よ
う
、
必
要
な
支
援
に
取
り
組

む
。

QA 持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
た

企
業
誘
致
戦
略
を

鬼
お に ざ わ

澤
真
し ん じ ゅ

寿

その他の質問
○産後ケア事業の拡充と利便性の向上について
　・本市の受け入れ状況と訪問型ケアの拡充は
　・事前登録制の導入と自己負担額の更なる軽減を

ICTを活用した授業

成長・発展を続ける水戸市

産業系エリアに指定した区域（下野町）

内原駅北口広場に設置されている屋根



常任委員会（12月12日，13日）

11 2026.11.１　みと議会だより

一般質問など

議会改革推進プランを策定しました

　今定例会では、決算特別委員会及び公営企業会計決算特別委員会を開催し、本市の前年度決算を審査しました。
両委員会において、様々な視点から質疑を行い、慎重に審査した結果、いずれも認定すべきものと決定しました。
今回は、質疑の内容の一部を紹介します。

TOPICS１　水都（すいっと）タクシー
Ｑ�　公共交通を利用しにくい地区にお住まいの方の移
動手段確保に向け、令和７年度は、どのような利用
促進策を実施したのか？
Ａ�　事業の案内チラシを作成し、対象地区の各市民セ
ンターに配置するとともに、「広報みと」とあわせて
対象の各世帯に配布した。
　　また、市HPにも案内を掲載している。

　本市議会では、１月から議会基本条例を施行しています。条例に定めた
事項の着実な推進を図るため、議会改革調査特別委員会において計６回の
協議を行い、｢水戸市議会 議会改革推進プラン｣を策定しました。
　計画期間は令和８年度から10年度の３年間とし、４つの基本方針の下、
議会改革の推進に取り組んでいきます。

【基本方針】

１�　市民との情報共有及び

市民参加の推進

２　監視機能の強化

３　政策立案機能の強化

４　危機管理機能の強化

TOPICS２　学校給食の地場農産物活用
Ｑ�　本市の特産品等を活用した「MITOごはん」を、
令和７年度は、どの程度提供
したのか？
Ａ�　梅ゼリーやごぼうメンチカツ
等のメニューを各校で年間約
30回提供した。

TOPICS３　下水道管路の維持管理
Ｑ�　令和７年度に実施した下水道管路における全
国特別重点調査の結果と本市の対応は？

Ａ�　直ちに陥没のおそれがある箇所は確認されな
かった。対策が必要な箇所について、工事が完
了するまで定期的に巡視を行い、適切な維持管
理に努める。

決算審査Q&A　～こんなところに注目しました～

水
害
・
冠
水
か
ら
市
民
を
守
る

道
路
環
境
整
備
は

佐
さ と う

藤
昭
あ き お

雄

⑴
浸
水
リ
ス
ク
箇
所
の
ハ
ー

ド
整
備
状
況
は
。
⑵
平
時
か

ら
道
路
上
に「
危
険
の
見
え
る

化
」を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
啓
発
す
る

対
策
が
有
効
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

⑴
従
来
の「
流
す
対
策
」に
加
え
、
流
域

治
水
の
取
組
と
も
連
携
し
た「
貯
め
る
対

策
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
内
全
域
を

俯ふ

瞰か
ん

し
た
雨
水
浸
水
対
策
を
進
め
、
優

先
度
を
見
極
め
な
が
ら
ハ
ー
ド
面
の
浸

水
対
策
を
推
進
す
る
。
⑵
過
去
に
冠
水

し
た
市
内
道
路
44
か
所
に
は
冠
水
時
通

行
止
め
看
板
を
、
偕
楽
園
下
交
差
点
付

近
に
は
冠
水
時
に
水
深
を
視
認
で
き
る

ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
設
置
済
み
で
あ
る
。

赤
塚
駅
西
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
は
、
路

面
と
側
壁
に
水
深
表
示
板
を
設
置
し
た

ほ
か
、
セ
ン
サ
ー
連
動
の
水
位
計
に
よ

り
、冠
水
時
に
入
口
の
表
示
板
に「
通
行

止
」等
の
注
意
喚
起
情
報
を
表
示
し
、利

用
者
へ
危
険
回
避
を
促
し
て
い
る
。

QA

その他の質問
○避難先の種類と安全性は
○EV車両等の非常用電源の活用は
○支援物資の受け入れに関する現状は

水都タクシー

集中豪雨で冠水した市道

MITOごはん



知られざる｢みと好文テラス｣の魅力
編集委員が突撃取材！

ぜひ｢みと好文テラス｣へ！

ル
ー
ル
は
シ
ン
プ
ル
。

で
も
、意
外
と
熱
い
！

実際に体験して分かった!
こんな楽しみ方があります

取材メンバー
（編集委員）

利用者の方にインタビューしました!

利用者の方にインタビューしました!

池田 悠紀・中庭 由美子・細谷 智宏
森 智世子・鈴木 宣子

ペットと一緒に過ごせる｢ドトール パークカフェ 千波公園店｣

♨

店内には水槽があり、魚たちの泳ぐ姿に癒やされる
空間です。

週に３日ぐらい来ています。ペット
が入れるお店は少ないから、本
当に助かる。犬好きのコミュニティ
づくりにもなります。

ワンちゃんと一緒に
食事を楽しめます！

水風呂も

ちょうどいい！

開放的なコートで

爽やかに体を動かそう！

アロマの
香りと

心地よい音楽に包まれて、

心も体もリフ
レッシ

ュ！

思わず転んでしまうことも…

それも楽しい思い出に！

サウナで整ったあとは、

カフェや緑の散策もおすすめ！

1

初めてでも盛り上がるピックルボール

初心者でもラリーが続き、
ほどよい運動で
気持ちよく楽しめます。
友人同士や家族で
ぜひ体験してみてください。

2

平日昼は狙い目「niko and ... BASE」のサウナ
木のぬくもりと上質な空間で、
ゆったりと過ごせる
ごほうび時間を
味わえます。

3

♪ ♫♬
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　私の将来の夢は、長生きすることです。
なぜなら、長生きすればたくさんの楽しい
経験ができるからです。今回、題字を書く
という貴重な経験をして、新しいことに挑
戦する楽しさを改めて知りました。
　このような経験をたくさんするために、
健康に過ごして、いろいろなことに挑戦し
ていきたいです。

次回の定例会は、12月７～22日の期間で開催を予定しています。ぜひ傍聴にお越しください。

「みと議会だより」の題字を書いていただきました

三の丸小学校６年　安
あ
形
がた
　玲

れ
衣
い
　さん

題字を
書いて
くれた人


